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上
の
特
徴
で
あ
る
、①
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

へ
の
配
慮
、
②
送
金
の
処
理
フ
ロ
ー
、

③
性
能
へ
の
配
慮（
並
列
処
理
性
向
上

策
）、④
機
能
拡
張
性
へ
の
配
慮
、に
つ

い
て
解
説
し
て
い
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
パ
ー
ト
で
は
、テ
ー
マ
ご
と
に
設
置

し
た
七
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ（
Ｗ

Ｇ
）に
お
け
る
議
論
・
検
討
の
内
容
に
つ

い
て
、昨
年
度
中
に
議
論
さ
れ
た
論
点

を
中
心
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

別
冊
で
は
、パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
知
見
等
を
詳
し
く
共
有
す

る
観
点
か
ら
、よ
り
詳
細
な
説
明
が
有

益
と
思
わ
れ
る
項
目
に
つ
い
て
解
説
・

紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
日
本
銀
行
で
は
、今
後
も
実
験
用
シ

ス
テ
ム
を
用
い
た
性
能
試
験
等
の
検

証
や
机
上
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

で
効
果
的
・
効
率
的
に
検
討
を
進
め
る

方
針
で
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、Ｗ
Ｇ

ご
と
の
検
討
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

Ｗ
Ｇ
横
断
的
な
テ
ー
マ
を
切
り
口
と
し

た
議
論
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

▼「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
関
す

る
実
証
実
験『
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
』の

進
捗
状
況
」は
、日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に

関
す
る
実
証
実
験 

『
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
』の 

進
捗
状
況
」を
公
表（
五
月
）

▼
日
本
銀
行
は
、「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ

ル
通
貨
に
関
す
る
実
証
実
験
『
パ
イ

ロ
ッ
ト
実
験
』の
進
捗
状
況
」（
本
冊
、

別
冊
）を
五
月
に
公
表
し
ま
し
た
。

▼
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
験
は
、「
実
験
用
シ

ス
テ
ム
の
構
築
と
検
証
」と「
Ｃ
Ｂ
Ｄ

Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
二
本
の
柱
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
者
で
は
、日
本

銀
行
が
構
築
す
る
実
験
用
シ
ス
テ
ム
で

性
能
試
験
等
を
行
う
と
と
も
に
、シ
ス

テ
ム
に
実
装
し
な
い
機
能
に
つ
い
て
も

机
上
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
後
者
で

は
、日
本
銀
行
が
事
務
局
と
な
り
、リ

テ
ー
ル
決
済
に
関
す
る
技
術
や
実
務
の

知
見
を
有
す
る
金
融
機
関
や
一
般
事
業

者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
エ

コ
シ
ス
テ
ム
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
幅
広

い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
実
務
的
な
議
論
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
本
報
告
書
の
本
冊
で
は
、実
験
用
シ

ス
テ
ム
の
パ
ー
ト
で
、シ
ス
テ
ム
設
計

「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に

関
す
る
連
絡
協
議
会 

（
第
九
回
）」を
開
催（
六
月
）

▼
日
本
銀
行
は
、「
中
央
銀
行
デ
ジ
タ

ル
通
貨
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
」を
六

月
に
開
催
し
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
、

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
関
す
る
日

本
銀
行
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、民
間

事
業
者
や
政
府
と
の
情
報
共
有
を
図
る

と
と
も
に
、今
後
の
進
め
方
を
協
議
す

る
も
の
で
す
。

▼
九
回
目
と
な
る
今
回
の
協
議
会
で

は
、日
本
銀
行
か
ら
、「
中
央
銀
行
デ
ジ

タ
ル
通
貨
に
関
す
る
実
証
実
験『
パ
イ

ロ
ッ
ト
実
験
』の
進
捗
状
況
」の
ほ
か
、

Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
を
巡
る
諸
外
国
の
動
向
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
続
い
て
、

財
務
省
か
ら
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
に
関
す
る
関

係
府
省
庁
・
日
本
銀
行
連
絡
会
議
が
五

月
に
公
表
し
た
「
第
２
次
中
間
整
理
」

の
内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、

参
加
者
の
方
々
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

▼
連
絡
協
議
会
の
説
明
資
料
や
議
事
要

旨
は
、日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館 

開
館
四
〇
周
年
・
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
一
〇
周
年
記
念
企
画
展 

「
シ
ン
カ
す
る
。
貨
幣
博
物
館

─
過
去
・
現
在
・
未
来
─
」 

開
催十

月
三
十
一
日（
金
）～

ニ
〇
二
六
年
二
月
一
日（
日
）ま
で

▼
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
貨
幣
博
物

館
は
一
九
八
五
年
十
一
月
に
開
館
し
、

二
〇
一
五
年
十
一
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
年
で
開
館

四
〇
周
年
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
一
〇
周
年

を
迎
え
ま
す
。

▼
貨
幣
博
物
館
は
、お
金
に
関
す
る
資

料
を
収
集
・
保
存
し
、そ
の
調
査
研
究
に

よ
り
歴
史
的
な「
真
価
」を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、日
本
貨
幣
史
に
関
す
る

学
術
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
示
す
べ
く

展
示
の「
深
化
」を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

▼
そ
し
て
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（「
新
化
」）

を
経
て
、教
育
普
及
事
業
や
地
域
社
会

と
の
連
携
な
ど
社
会
的
要
請
に
も
応
え

な
が
ら「
進
化
」を
続
け
て
い
ま
す
。

▼
本
企
画
展
で
は
、こ
う
し
た
四
〇
年

に
わ
た
る「
シ
ン
カ
」の
歴
史
を
た
ど
り
、

こ
れ
ま
で
の
企
画
展
な
ど
で
公
開
し
た

多
様
な
所
蔵
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

※
最
新
の
情
報
は
貨
幣
博
物
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
所
在
地
】
東
京
都
中
央
区
日
本
橋 

本
石
町
一ｰ

三ｰ

一

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館 

〇
三ｰ

三
二
七
七ｰ

三
〇
三
七

▼
ま
た
時
代
と
共
に
変
化
す
る
お
金
の

在
り
方
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

当
館
で
収
集
・
保
存
し
て
い
る
お
金
の

ガ
ジ
ェ
ッ
ト（
給
与
袋
や
貯
金
箱
・
通
帳

な
ど
）も
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
入
館
料
】無
料

【
休
館
日
】月
曜
日（
た
だ
し
祝
休
日

は
開
館
）、
年
末
年
始
（
十
二
月

二
十
九
日
～
一
月
四
日
）

【
開
館
時
間
】午
前
九
時
三
十
分
～
午
後

四
時
三
十
分（
入
館
は
午
後
四
時
ま

で
）

黄金の分銅「分銅金」

金貨の材料を掘る絵巻「佐渡金山之図 人」（江戸時代）

宝くじの道具「富駒」（江戸時代）

商品券・プリペイドカード
（20世紀～現代。2022年展示写真より）



ト ピ ッ ク ス

34NICHIGIN 2025 NO.83

編 集 後 記

※本誌は、全国の日本銀行本支店および貨幣博物館、旧小樽支店金
融資料館等でお配りしています。個人の方の定期購読、郵送はお取
り扱いしておりませんのでご了承ください。なお、既刊号全文を
PDFファイル形式で日本銀行ホームページ上に掲載していますの
でご利用ください。（https://www.boj.or.jp/about/koho_nichigin/
index.htm）

※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の見解を反映して
いるものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関する公式
見解等については、日本銀行ホームページ（https://www.boj.or.jp）
をご覧ください。

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケ
ートよりお寄せください。日本銀行のホーム
ページからインターネットでもアンケートにご
回答いただけます。

■ 秋田支店、大阪支店での勤務を経て本店に戻り、今号

から編集長に就任しました。

■ 「対談」では、人間国宝の片岡仁左衛門さんに高田審議

委員がお話を伺いました。大阪松竹座「七月大歌舞伎」の

開幕前に、道頓堀川で開催される「船乗り込み」は、天神

祭の「船
ふ な

渡
と

御
ぎ ょ

」と共に、水都大阪の夏の風物詩となっていま

す。今年も船上から手を振る片岡仁左衛門さんの立ち姿の

美しさに、沿道の観客も魅了されたようです。江戸時代には

芝居町として栄えた道頓堀。近くには国立文楽劇場もあり、

皆さんも上方伝統芸能を鑑賞されてみてはいかがでしょうか。

■ 「地域の底力」で取材した男鹿市は、夏は男鹿フェスや

男鹿日本海花火で熱く盛り上がりますが、厳寒の２月に真
し ん

山
ざ ん

神社境内で開催される「なまはげ柴
せ

灯
ど

まつり」も多くの

観客でにぎわいます。クライマックスで、たいまつを持った

なまはげが隊列をなして雪山から降りてくる姿は幻想的です。

男鹿では、農畜産業の大規模化・スマート化や県外からの

移住者による起業が地域の活性化につながっており、こうし

た地方に若者を呼び戻す動きがさらに広がることを期待し

たいと思います。

■ のっけから秋田と大阪推しの編集後記になってしまいま

したが、お許しください。　　　　　　　　　　　 （村國）

「
開
設
八
〇
周
年
の
し
お
り
」

を
発
行（
長
野
事
務
所
）

▼
長
野
事
務
所
は
、七
月
十
六
日
に
開

設
八
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
節
目
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、地
域
と
の
関
係
構

築
を
さ
ら
に
深
め
る
取
り
組
み
と
し
て
、

事
務
所
八
〇
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
広

報
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
開
設
八
〇
周
年
の

し
お
り
」（
以
下
、「
し
お
り
」）を
発
行

し
ま
し
た
。

▼「
し
お
り
」で
は
、事
務
所
開
設
の
経

緯
か
ら
近
年
の
取
り
組
み
ま
で
を
、事

務
所
員
が
図
書
館
で
見
つ
け
出
し
た
当

時
の
新
聞
公
告
や
地
元
金
融
機
関
か
ら

借
り
受
け
た
古
い
写
真
な
ど
を
活
用
し

つ
つ
、分
か
り
や
す
く
視
覚
的
に
表
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、こ
の
間
の
長
野

事
務
所
や
長
野
県
内
の
動
き
な
ど
を
簡

潔
な
年
表
に
ま
と
め
て
一
覧
で
き
る
よ

う
に
工
夫
し
て
お
り
、一
般
の
皆
さ
ま

に
も
、興
味
を
持
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
後
、地
域
に
お
け
る
講
演
や
各
種

会
合
、
大
学
・
学
校
の
授
業
な
ど
の
機

会
を
捉
え
て
、「
し
お
り
」を
活
用
し
つ

つ
、金
融
広
報
、金
融
経
済
教
育
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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▼「
し
お
り
」は
、長
野
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。


